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特注木製キッチンカウンター

LDKの広さや制限にとらわれずに、使い勝手を重要視したキッチンは
自分だけのオリジナルな空間となり、毎日の家事が楽しめます。

店舗のカウンターのような感覚で、家事をしながらお子様の宿題を
見たり、お絵かきをしながらお母さんの家事を見たり。。。

ご飯を作るお母さんを囲むようなキッチンの作りになっていますので
団らんの時間を演出します。

キッチンのゴミ箱の置き場に悩むことは多いですよね。
あえてシンク下をオープンにすることで、ゴミ箱を置いてみたり
踏み台を置いてみたり、使い勝手に合わせてアレンジできる
オープンキッチンです。

リフォームにも対応いたしますので
お気軽にお問い合わせください



レンジフード

天井取付タイプ

メーカー アリアフィーナ（株）

商品 センターバルケッタ

品番 CBARL-952S

カラー 952Si シルバーメタリック
952FW フロストホワイト

定価 ￥207,500

送料 ￥2,000

備考 調整ダクトカバー
別売

横壁取付タイプ

メーカー アリアフィーナ（株）

商品 バルケッタ

品番 SBARL-901SL/R

カラー 901Si シルバーメタリック
901FW フロストホワイト

定価 ¥176,500

送料 ￥2,000

備考 L型後方排気部品
有

壁面取付タイプ
※ 要ダクトカバー別途購入

メーカー アリアフィーナ（株）

商品 ベッタ

品番 BETL-901S

カラー 901Si シルバーメタリック
901FW フロストホワイト

定価 ¥155,500

送料 ￥2,000

備考 ダクトカバーは
別売りです

●  周囲温度が 40℃以上になる
ところには取り付けないこと
火災・故障の原因になります

●  本体とダクトは、可燃物との間を
10cm以上離すか、  不燃材料を使用
して可燃物を覆うこと
火災などの原因になります
詳しくは所轄の消防署に問い合わせてくだ
さい

取扱説明書 ･ 取付説明書は必ずご使用になるお客様にお渡しください。1B03 3681 レンジフード
電動ダンパー仕様で補足説明書が同梱されている物は、

それに基づき電気工事をおこなってください。*1B033681* 取付説明書

●  ファンや部品の取り付けは
確実におこなうこと
落下によりけがをする
おそれがあります

●  レンジフードの取り付けは
十分強度のあるところを選
んで確実におこなうこと
落下によりけがを
するおそれがあり
ます

●  浴室など湿気の多い場所では
絶対に使わないこと（浴室用
換気扇をお使いください。）
感電および故障の原因になります

●  運転中は指や物を絶対に入れ
ないこと
けがをするおそれがあります

●  メタルラス張り、ワイヤラス張り、
または金属板張りの木造の造営物に
金属製ダクトが貫通する場合、金属
製ダクトとメタルラス、ワイヤラス、
金属板とが電気的に接触しないよう
取り付けること
漏電した場合、発火したり感電するおそれ
があります

●  自然排気型のストーブを使用するとき
は、空気の取入口（給気口）により十
分給気される配慮をすること
排気ガスが室内に
逆流し、一酸化炭素
中毒を起こすおそれ
があります

●  交流 100 Ｖ以外では使用しないこと
火災・感電の原因に
なります

安
全
上
の
ご
注
意

●   取り付けの前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく取
り付けをおこなってください。

●   ここに示した注意事項は、製品を安全に正しく取り付け、あなたや他の人々
への危害や損害を未然に防止するためのものです。また注意事項は、危害
や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをすると
生じることが想定される内容を「警告」「注意」の 2 つに区別しています。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

   記号は行為を禁止する内容を告げるものです。
   図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合

は分解禁止）が描かれています。

●  記号は行為を強制したり指示する内容を告げる
ものです。図の中に具体的な指示内容（左図の
場合は電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい）が描かれています。

警  告：  人が死亡または重傷を負う可能性が想定される
内容。

注  意：  人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発
生が想定される内容。

絵表示の例

  警  告
●  修理技術者以外の人は、絶対に分解

したり修理・改造をしないこと
発火・感電したり、異常動作してけがを
するおそれがあります

●  配線工事は電気設備技術基準や内線規
程に従って法的有資格者が工事をおこ
なうこと
誤った配線工事は感電や火災の原因になります

●  排気工事をされる場合は建築基準法
（同施行令）および消防法などの関連
法規に従って法的有資格者が工事をお
こなうこと
火災などの原因になります

●  アースを確実に取り付けること
故障や漏電のときに感電するおそれがあります
アースの取り付けは販売店にご相談ください

分解・修理・
改造禁止

取付注意

アースを
取り付ける

取付注意
使用禁止

取付注意

取付注意

  注  意

●  取り扱いの際は必ず厚手の
手袋をすること
鋼板の切り口や角で
けがをするおそれが
あります

取付注意

接触禁止

手袋をする

取付注意

使用禁止

取付注意

●  レンジフードは、薄板の金属部（壁内
ラス網など）と接触しないよう取り付
けること
漏電した場合、発火するおそれがあります

●  レンジフードの壁への埋め込みは
しないこと
漏電した場合、発火するおそれがあります                                                          

取付禁止

取付注意

埋込禁止

●  下記は「建設工事」に区分され、関連する法令、規定に従って法的有資格者
がおこなう必要があります。

・  大工工事【設置のための下地工事等】
・  配線工事【コンセントの設置、コンセント・コネクター利用以外の配線接

続等】
・  管工事【ダクト配管およびレンジフードからのダクト接続等】

   流通業者（販売店）を通して組立・設置する場合は、「建設工事」とそれ以外
の「組立・設置」を区別しておこなってください。

●  ダクトの不燃処理について
・  ダクトを 50mm 以上の不燃材料、または 20mm 以上の国土交通大臣不

燃認定品の不燃材料で被覆してください。
・  施工要領は、各メーカーの「標準施工要領技術指導書」・「検査要領書」に従っ

てください。

●  調理機器の幅はレンジフードの幅以内のものをご使用ください。
   調理機器はレンジフードの前面より手前にはみ出して設置しないでください。

排気効率が低下します。

●  屋外壁面の排気出口に取り付けるベントキャップまたはパイプフードの通気
抵抗は 400m3/h 時 50Pa 以下のものをご使用ください。

   防虫網付きのものは目詰まりして排気性能が低下する場合がありますので使
用しないでください。

●  非常に長いダクトや細いダクト、あるいは極端に屈曲したダクトは排気効果
をいちじるしく低下させたり、騒音が大きくなりますので使用しないでくだ
さい。

●  レンジフード取付面の補強部に、取付用ねじが確実に届くことを確認してく
ださい。

   本体の取付用ねじは 45mmの長さのものが同梱されておりますが、壁下地
に石膏ボード等が貼られている場合は、石膏ボード等の厚さを確認し、取付
用ねじが確実に補強部に届くことを確認してください。

   また、レンジフード本体取付面には必ず不燃材を使用してください。

●  製品は調理機器の真上に取り付けてください。
   なお、製品取付高さは、製品の下端が調理機器の
   真上 80cm 以上になるようにしてください。

●  レンジフード下部には、湯沸器を絶対に取り付けないで
   ください。
   また、横方向 50cm以上離して取り付けてください。
   湯沸器の真上は高熱になるため故障の原因になります。

●  電源は専用コンセントおよびブレーカーを設けてください。
   火災・故障の原因になります。

●  製品仕様を改造してのご使用は絶対におやめください。

●  部屋の中央で料理される場合は油煙が捕集しきれませんので、お台所の全体
換気のために他の換気扇と併用していただければ、よりすぐれた換気ができ
ます。

●  建物が密閉されている場合は必ず、約 400cm2 程度の空気取入口を設けてくだ
さい。

●  寒い地域ではダクトが結露し本体内に結露水が流れる場合がありますので断
熱材を巻くなどの対応をしてください。

取り付け上のお願い 取り付け前の調査と準備

  警  告
●  修理技術者以外の人は、絶対に分解したり修理・

改造をしないこと
発火・感電したり、異常動作してけがをするおそれがあり
ます

●  レンジフードは、薄板の金属部（壁内ラス網など）
と接触しないよう取り付けること
漏電した場合、発火するおそれがあります

●  本体とダクトは、可燃物との間を 10cm 以上
離すか、不燃材料を使用して可燃物を覆うこと
火災などの原因になります
詳しくは所轄の消防署に問い合わせてください

分解・修理・
改造禁止

取付注意

取付注意

■   板張りの場合

●   板厚が 20mm 以下の場合には壁に補強板を埋め込み、補
強板にレンジフードを取り付けてください。

●   板厚が 20mm 以上の場合は補強板の必要はありません。

■   コンクリート、タイル壁の場合

●   あらかじめ補強板を壁に埋め込んでおくか、カールプラグ
等を使用し固定してください。

■   土壁の場合

●   柱などに固定した補強板をあらかじめ壁に埋め込んでくだ
さい。

4   電源コンセント・ブレーカー

電源コンセント・ブレーカーは専用のものを設置してください。
（交流 ･ 単相 100V）
コンセントは、JIS  C  8303  2 極差込接続器 15A  125V をご使
用ください。

●  レンジフードの壁への埋め込みはしないこと
漏電した場合、発火するおそれがあります

埋込禁止

●  排気工事をされる場合は建築基準法（同施行令）
および消防法などの関連法規に従って法的有資
格者が工事をおこなうこと
火災などの原因になります取付注意

製品質量 22  kg1   取付面の強度確認

製品を支える強さが必要です。

  注  意

●  周囲温度が 40℃以上になるところには
取り付けないこと
火災・故障の原因になります

●  取り扱いの際は、必ず厚手の手袋
をすること
鋼板の切り口や角でけがをするおそれが
あります

取付禁止

手袋をする

●  レンジフードの取り付けは十分強度のある
ところを選んで確実におこなうこと
落下によりけがをするおそれがあります

取付注意

2   別売部品の準備

排気工事に応じた別売部品の準備が事前に必要です。

3   標準取付寸法

本製品の標準取付寸法は、調理機器の上面

から製品の下端まで 80cm 以上です。

※  火災予防条例では、グリスフィルター

   の下端が調理機器の真上 80cm 以上

   必要となっています。

取り付けかた

２.  排気方向の決定

１.  付属品の確認

●  メタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りの木造の造営物に
金属製ダクトが貫通する場合、金属製ダクトとメタルラス、ワイヤラス、
金属板とが電気的に接触しないように取り付けること
漏電した場合、発火したり感電するおそれがあります

●  取り扱いの際は、必ず厚手の手袋をすること
鋼板の切り口や角でけがをするおそれがあります

●  排気工事をされる場合は、建築基準法（同施行令）および消防法など
の関連法規に従って法的有資格者が工事をおこなうこと
火災などの原因になります

●  本体とダクトは、可燃物との間を 10cm 以上離すか、不燃材料を
使用して可燃物を覆うこと
火災などの原因になります
詳しくは所轄の消防署に問い合わせてください

1   製品寸法図を参照し、事前に管工事業者（法的有資格者）へ壁穴の開口を依頼して
   ください。

   また、コンセントの位置を確認してください。（「６. 電気配線」図 6－ 1参照）

  警  告

  注  意

取付注意

手袋をする

取付注意

取付注意

●  浴室など湿気の多い場所では絶対に使わないこと
   （浴室用換気扇をお使いください。）

感電および故障の原因になります

  注  意

使用禁止

2   φ 150 のステンレスダクト、またはスパイラルダクトを図のようにレンジフードの
上部に突き出すようにセットして、周囲を仕上げます。

   （コンクリート、タイル、土壁の場合）

●  周囲温度が 40℃以上になるところには取り付けないこと
火災・故障の原因になります

取付禁止

■   後方排気の場合（図 3－ 2）
   （別売のＬ形ダクトを使用する場合）

排気口に付属品のソフトテープを貼り、Ｌ形ダ
クトに取り付けます。
取付方向は、シャッターの開閉方向が下方に
なり、レンジフードを運転していないときは
シャッターが閉じるように取り付けます。
排気口は、取付ねじ（M4 × 8）4 本でＬ形ダ
クトに取り付けてください。
本体への取り付けは、本体の取り付け後にお
こないます。（「5.  ダクトと排気用部品の接続」
参照）

■   後方排気の場合（図 5－ 3）

1   本体に付いているねじ 2 本を取
りはずした後、Ｌ形ダクトを本
体上部の差込口に差し込みなが
ら、排気口をダクトに挿入し、
取付ねじ 2 本で取り付けます。

2   風漏れ防止のテーピング（アル
ミテープ）をおこないます。

■   上方排気の場合（図 3－ 1）

排気口に付属品のソフトテープを貼り付けます。

本体に付いているねじ 2 本を取りはずした後、
付属品の排気口を取り付けます。

取付方向は右図を参照してください。

■   上方排気の場合（図 5－ 2）

風漏れ防止のテーピング（アルミ
テープ）をおこないます。

４.  本体の取り付け

  注  意

1   だるま穴用座付ねじをねじ込みます。

製品寸法図を参考にして、付属品の座付ね
じ（φ 5.1 × 45）をねじ込みます。
だるま穴位置（左右各１ヶ所）に座付ねじ
（φ 5.1 × 45）を壁面との隙間 5ｍｍまで
締め付けます。（図 4－ 1）

図 4－ 1

図 4－ 2

���

6   アクアスリットフィルタをはずし
ます。（図 4 － 6）

アクアスリットフィルタのツマミ
を持って後方に押しながら下げる
と、手前に取りはずせます。

7   仕切板を開いて本体を固定します。

1）   取付ねじ 2本をはずし（図 4－ 7   1   ）、
仕切板を開きます（図 4－ 7   2   ）。

※  仕切板の落下にご注意ください。
   仕切板の左右に、レンジフード側の

穴に引っ掛かるよう引掛け部がつい
ていますが、はずさないようにして
ください。

2）  座付ねじ（φ5.1×45）2本で本体をしっ
かりと固定します。（図 4－ 7   3   ）

8   仕切板を閉じ、取付ねじ 2本で固定します。

9   アクアスリットフィルタ・オイルパック・
   整流板を取り付けます。

はずしたときと逆の順序で各部品を元通りに取り付けてください。

5   オイルパックをはずします。
   （図 4－ 5）

ツマミを持ってゆっくり手前に
引き出します。

4   整流板をはずします。
   （図 4－ 4）

1）   左右のラッチレバーを引
き出しながらゆっくりと
手前に引き出します。

   （その際、整流板を落と
さないよう、両手でしっ
かりと支えてください。）

2）  整流板の後ろを持ち上
げ、整流板吊り金具から
整流板引掛け金具をはず
します。

●  レンジフードの取り付けは十分強度のある
ところを選んで確実におこなうこと
落下により、けがをするおそれがあります

取付注意

５. ダクトと排気用部品の接続

７.試運転

■   取扱説明書によって機器の取り扱いを説明してください。
■   取扱説明書と共に、この取付説明書を必ずお客様へお渡しください。

８.お客様への説明

  注  意
●  運転中は指や物を絶対に入れないこと

けがをするおそれがあります

接触禁止

■   分電盤のブレーカーを「入」にし、スイッチを操作して運転状態を確認してください。
   スイッチの操作と運転状態については取扱説明書をご覧ください。
■   運転時、各速調の排気が正しくおこなわれていることを確認してください。
■   異常な騒音、振動がないことを確認してください。
■   屋外の排気出口から排気され、異常がないことを確認してください。
■   取り付けまたは各種工事にて発生した不具合で修理を依頼されますと全て有料とな

りますので十分確認してください。

■上方排気の場合 ■後方排気の場合
（別売のＬ形ダクトを使用する場合）

　お願い　

ドリリングタッピンねじなどで排気口を
固定する場合は、シャッターにねじがあ
たらないように図を参照してドリリング
タッピンねじ使用範囲以内に固定してく
ださい。（図 5－ 1）

����以上

����以上
������

シャッター軸

ドリリングタッピンねじ

排気口

ドリリングタッピンねじ
使用範囲
(25mm以下のネジを
  使用ください。）

図 5－ 1

図 5－ 2

図 5－ 3

アルミテープ
ダクト

アルミテープＬ形ダクト

差込口

取付ねじ

排気口
取付ねじ

ソフトテープ

Ｌ形ダクト
（別売品）

シャッターの開く方向

ソフトテープ

排気口

差込口

シャッターの
開く方向

図 3－ 2

図 1－ 1

図 4 － 4

図 4 － 5

図 4－ 6

図 4 － 8

図 4 － 7

図 3－ 1

［製造元］

本社・営業部  〒 252-0206    相模原市中央区淵野辺 2丁目 1－ 9

TEL  042(768)3754（営業部）

各部のなまえ

ファン

スイッチ アクアスリットフィルタ
(グリスフィルター)

オイルパック
ランプカバー

整流板

製品寸法図

  後方排気の場合
（別売L形ダクト使用）

 2-φ8穴
(本体取付穴）

このスライド部は
ダクトカバーの内部に入る
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だるま穴

（本体取付穴）詳細

別売ダクトカバー使用時寸法

520
900

25

2-φ6穴
(本体取付穴）

ご注意

･   別売品のダクトカバーは型名により、
高さ寸法が異なります。（上表参照）

･   DCA-430SAJ  と組み合わせて取り付
ける場合は別売L形ダクトを使用した
後方排気はできません。

アース接続端子
※アース線は取付作業者側手配

  2-φ6穴
（ダクトカバー吊り金具取付穴）

本体下端よりアクアスリットフィルタ下端まで

80
0以

上
の
こ
と

80
0~

85
0

630

ダクトカバー吊り金具

（単位：mm）

　お願い　

・  保護用クッション材およびエアキャッ
プは「4.  本体の取り付け」手順 4 に
おいて指示があるまではずさないでく
ださい（図 1－ 1）。

・  床で作業する場合、本体および床にキ
ズを付けないため、必ずシートを敷い
た上で作業をおこなってください。

・  取付作業の際はキズ、破損のないよう
十分ご注意ください。

６.電気配線

  警  告

●  配線工事は電気設備技術基準や内線規程に従って法的有資格者が
工事をおこなうこと
誤った配線工事は感電や火災の原因になります

●  交流 100Ｖ以外では使用しないこと
火災・感電の原因になります

●  修理技術者以外の人は、絶対に分解したり修理・改造をしないこと
発火・感電したり、異常動作してけがをするおそれがあります

●  アースを確実に取り付けること
故障や漏電のときに感電するおそれがあります
アースの取り付けは販売店にご相談ください

1   アース（D種接地工事）を取ります。
   ※アース線は取り付け作業側にて手配します。

2   分電盤のブレーカーを「切」にし、電源プラグをコンセントに差し込みます。

　お願い　

・  電源は専用のコンセント（JIS  C  8303  ２極差込
接続器  15A、125V）およびブレーカーを設けて
ください。

・  コンセントは電源コードの長さを考慮し、ダクト
カバーのサイズに合わせて右図の範囲内に設置し
てください。（図 6－ 1）
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図 6 － 1

分解・修理・
改造禁止

取付注意

使用禁止

アースを
取り付ける

2   座付ねじを締め付けます。

座付ねじに本体のだるま穴を引っ掛け
た後、しっかり締め付けます。（図4－2）

　お願い　

上方排気の場合は、ダクトに排気口を
差し込みながら本体を取り付けます。

　お願い　

保護用クッション材は「4.  本体の取り付け」手順 4 の前に一時取りはずしてください。
手順 9 まで終了したら、保護用クッション材を元のように取り付けてください。

引っ掛けて
締め付ける

座付ねじ
（φ5.1×45）

ダクト

整流板

ラッチ

引き出す

ラッチ

はずす

整流板引掛け
金具

整流板吊り金具

手前側 オイルパック

突起製品下部

後方に押しながらさげる

取付ねじ

1

1

仕切板

コネクター

■   排気口設置面の漏風確認のお願い（図 5－ 4）

排気口とダクトを接続する際に、無理にダクト
にレンジフードの排気口を接続しようとすると、
排気口と排気口の設置面（フード天面等）が変
形し、風漏れが発生してしまう場合があります。

風漏れ確認のために、ダクトと接続後は試運転
（強運転）をおこなってください。

漏風する場合は、排気口と設置面の周りをアル
ミテープ等（現場調達品）で漏風防止処置をお
こなってください。

図 5 － 4

排気口

設置面

アルミテープ等

ダクト

2

3

3

引掛け部

座付ねじ
（φ5.1×45）

　お願い　

各部品が確実に取り付けられたことを確認してください。

　お願い　

・  仕切板を取り付ける前に、右図の位置にあ
るコネクターが、はずれたりゆるんだりし
ていないか確認してください。ランプが点
灯しないなど、動作不良の原因となります。

（図 4－ 8）

・  仕切板を閉じる際、内部の配線を傷つけた
り、はさんだりしないようご注意ください。

付
属
品

   座付ねじ  φ 5.1 × 45（6本）
   本体の取り付けに使います。

ソフトテープ（1本）
   排気口とダクトとの隙間をふさぐのに使います。

排気口  (1 個）
   本体とダクトの接続に使います。
   逆風防止シャッター付きです。
   取付ねじは本体に取り付いています。

3   座付ねじで本体を固定します。

だるま穴下側のφ 8 穴に座付ねじ
（φ 5.1 × 45）2 本を追加し、しっ
かりと締め付けて固定します。  
（図 4－ 3）

図 4－ 3

座付ねじ
（φ5.1×45）

φ8穴

製品中心

本体

上方排気ダクト

前

前

���

��
��

�

��
排気ダクト

前

��
�

�����

���

保護用クッション材

エアキャップ

固定テープ

梱包箱から排気口、座付ねじ等の付属品を取り出し、上項の付属品一覧により
不足がないか確認します。

３.  排気用部品の準備

　お願い　

Ｌ形ダクトを使用しないで、排気口に直接ダクトを接続して後方排気する場合は、
シャッターの開く向きに注意して排気口を取り付けてください。
下図の「誤った接続例」の場合、排気不良や異常音の原因になります。

誤った接続例正しい接続例

ダクト 開く
シャッター

排気口

開く 開く

後方排気用
L型ダクト

メーカー アリアフィーナ（株）

商品 後方排気ダクト

品番 LD-15

サイズ

定価 ¥2,800

送料 ￥1,000

備考 ベッタ・バルケッタ
共通

壁面取付タイプ
※写真はテクスチャーホワイト

メーカー アリアフィーナ（株）

商品 ジリオ

品番 GILL-901TW/TBK

サイズ H=700~900mm

定価 ¥200,000

カラー テクスチャーホワイト
テクスチャーブラック

送料 ￥2,000

備考 ダクトカバーは
別売りです

価格は税別表示です

ベッタ用
ダクトカバー

メーカー アリアフィーナ（株）

商品 ダクトカバー

品番 DCA-430SAJ

サイズ H=550~700mm

定価 ¥15,300

送料 ￥1,000

備考 DCA-580SAJ 
￥17,300

●  周囲温度が 40℃以上になる
ところには取り付けないこと
火災・故障の原因になります

●  本体とダクトは、可燃物との間を
10cm以上離すか、  不燃材料を使用
して可燃物を覆うこと
火災などの原因になります
詳しくは所轄の消防署に問い合わせてくだ
さい

取扱説明書 ･取付説明書は必ずご使用になるお客様にお渡しください。1B03 3681 レンジフード
電動ダンパー仕様で補足説明書が同梱されている物は、

それに基づき電気工事をおこなってください。*1B033681* 取付説明書

●  ファンや部品の取り付けは
確実におこなうこと
落下によりけがをする
おそれがあります

●  レンジフードの取り付けは
十分強度のあるところを選
んで確実におこなうこと
落下によりけがを
するおそれがあり
ます

●  浴室など湿気の多い場所では
絶対に使わないこと（浴室用
換気扇をお使いください。）
感電および故障の原因になります

●  運転中は指や物を絶対に入れ
ないこと
けがをするおそれがあります

●  メタルラス張り、ワイヤラス張り、
または金属板張りの木造の造営物に
金属製ダクトが貫通する場合、金属
製ダクトとメタルラス、ワイヤラス、
金属板とが電気的に接触しないよう
取り付けること
漏電した場合、発火したり感電するおそれ
があります

●  自然排気型のストーブを使用するとき
は、空気の取入口（給気口）により十
分給気される配慮をすること
排気ガスが室内に
逆流し、一酸化炭素
中毒を起こすおそれ
があります

●  交流 100 Ｖ以外では使用しないこと
火災・感電の原因に
なります

安
全
上
の
ご
注
意

●   取り付けの前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく取
り付けをおこなってください。

●   ここに示した注意事項は、製品を安全に正しく取り付け、あなたや他の人々
への危害や損害を未然に防止するためのものです。また注意事項は、危害
や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをすると
生じることが想定される内容を「警告」「注意」の 2 つに区別しています。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

   記号は行為を禁止する内容を告げるものです。
   図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合

は分解禁止）が描かれています。

●  記号は行為を強制したり指示する内容を告げる
ものです。図の中に具体的な指示内容（左図の
場合は電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい）が描かれています。

警  告：  人が死亡または重傷を負う可能性が想定される
内容。

注  意：  人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発
生が想定される内容。

絵表示の例

  警  告
●  修理技術者以外の人は、絶対に分解

したり修理・改造をしないこと
発火・感電したり、異常動作してけがを
するおそれがあります

●  配線工事は電気設備技術基準や内線規
程に従って法的有資格者が工事をおこ
なうこと
誤った配線工事は感電や火災の原因になります

●  排気工事をされる場合は建築基準法
（同施行令）および消防法などの関連
法規に従って法的有資格者が工事をお
こなうこと
火災などの原因になります

●  アースを確実に取り付けること
故障や漏電のときに感電するおそれがあります
アースの取り付けは販売店にご相談ください

分解・修理・
改造禁止

取付注意

アースを
取り付ける

取付注意
使用禁止

取付注意

取付注意

  注  意

●  取り扱いの際は必ず厚手の
手袋をすること
鋼板の切り口や角で
けがをするおそれが
あります

取付注意

接触禁止

手袋をする

取付注意

使用禁止

取付注意

●  レンジフードは、薄板の金属部（壁内
ラス網など）と接触しないよう取り付
けること
漏電した場合、発火するおそれがあります

●  レンジフードの壁への埋め込みは
しないこと
漏電した場合、発火するおそれがあります                                                          

取付禁止

取付注意

埋込禁止

●  下記は「建設工事」に区分され、関連する法令、規定に従って法的有資格者
がおこなう必要があります。

・  大工工事【設置のための下地工事等】
・  配線工事【コンセントの設置、コンセント・コネクター利用以外の配線接

続等】
・  管工事【ダクト配管およびレンジフードからのダクト接続等】

   流通業者（販売店）を通して組立・設置する場合は、「建設工事」とそれ以外
の「組立・設置」を区別しておこなってください。

●  ダクトの不燃処理について
・  ダクトを 50mm 以上の不燃材料、または 20mm 以上の国土交通大臣不

燃認定品の不燃材料で被覆してください。
・  施工要領は、各メーカーの「標準施工要領技術指導書」・「検査要領書」に従っ

てください。

●  調理機器の幅はレンジフードの幅以内のものをご使用ください。
   調理機器はレンジフードの前面より手前にはみ出して設置しないでください。

排気効率が低下します。

●  屋外壁面の排気出口に取り付けるベントキャップまたはパイプフードの通気
抵抗は 400m3/h 時 50Pa 以下のものをご使用ください。

   防虫網付きのものは目詰まりして排気性能が低下する場合がありますので使
用しないでください。

●  非常に長いダクトや細いダクト、あるいは極端に屈曲したダクトは排気効果
をいちじるしく低下させたり、騒音が大きくなりますので使用しないでくだ
さい。

●  レンジフード取付面の補強部に、取付用ねじが確実に届くことを確認してく
ださい。

   本体の取付用ねじは 45mmの長さのものが同梱されておりますが、壁下地
に石膏ボード等が貼られている場合は、石膏ボード等の厚さを確認し、取付
用ねじが確実に補強部に届くことを確認してください。

   また、レンジフード本体取付面には必ず不燃材を使用してください。

●  製品は調理機器の真上に取り付けてください。
   なお、製品取付高さは、製品の下端が調理機器の
   真上 80cm以上になるようにしてください。

●  レンジフード下部には、湯沸器を絶対に取り付けないで
   ください。
   また、横方向 50cm以上離して取り付けてください。
   湯沸器の真上は高熱になるため故障の原因になります。

●  電源は専用コンセントおよびブレーカーを設けてください。
   火災・故障の原因になります。

●  製品仕様を改造してのご使用は絶対におやめください。

●  部屋の中央で料理される場合は油煙が捕集しきれませんので、お台所の全体
換気のために他の換気扇と併用していただければ、よりすぐれた換気ができ
ます。

●  建物が密閉されている場合は必ず、約 400cm2 程度の空気取入口を設けてくだ
さい。

●  寒い地域ではダクトが結露し本体内に結露水が流れる場合がありますので断
熱材を巻くなどの対応をしてください。

取り付け上のお願い 取り付け前の調査と準備

  警  告
●  修理技術者以外の人は、絶対に分解したり修理・

改造をしないこと
発火・感電したり、異常動作してけがをするおそれがあり
ます

●  レンジフードは、薄板の金属部（壁内ラス網など）
と接触しないよう取り付けること
漏電した場合、発火するおそれがあります

●  本体とダクトは、可燃物との間を 10cm 以上
離すか、不燃材料を使用して可燃物を覆うこと
火災などの原因になります
詳しくは所轄の消防署に問い合わせてください

分解・修理・
改造禁止

取付注意

取付注意

■   板張りの場合

●   板厚が 20mm 以下の場合には壁に補強板を埋め込み、補
強板にレンジフードを取り付けてください。

●   板厚が 20mm 以上の場合は補強板の必要はありません。

■   コンクリート、タイル壁の場合

●   あらかじめ補強板を壁に埋め込んでおくか、カールプラグ
等を使用し固定してください。

■   土壁の場合

●   柱などに固定した補強板をあらかじめ壁に埋め込んでくだ
さい。

4   電源コンセント・ブレーカー

電源コンセント・ブレーカーは専用のものを設置してください。
（交流 ･単相 100V）
コンセントは、JIS  C  8303  2 極差込接続器 15A  125Vをご使
用ください。

●  レンジフードの壁への埋め込みはしないこと
漏電した場合、発火するおそれがあります

埋込禁止

●  排気工事をされる場合は建築基準法（同施行令）
および消防法などの関連法規に従って法的有資
格者が工事をおこなうこと
火災などの原因になります取付注意

製品質量 22  kg1   取付面の強度確認

製品を支える強さが必要です。

  注  意

●  周囲温度が 40℃以上になるところには
取り付けないこと
火災・故障の原因になります

●  取り扱いの際は、必ず厚手の手袋
をすること
鋼板の切り口や角でけがをするおそれが
あります

取付禁止

手袋をする

●  レンジフードの取り付けは十分強度のある
ところを選んで確実におこなうこと
落下によりけがをするおそれがあります

取付注意

2   別売部品の準備

排気工事に応じた別売部品の準備が事前に必要です。

3   標準取付寸法

本製品の標準取付寸法は、調理機器の上面

から製品の下端まで 80cm 以上です。

※  火災予防条例では、グリスフィルター

   の下端が調理機器の真上 80cm 以上

   必要となっています。

取り付けかた

２.  排気方向の決定

１.  付属品の確認

●  メタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りの木造の造営物に
金属製ダクトが貫通する場合、金属製ダクトとメタルラス、ワイヤラス、
金属板とが電気的に接触しないように取り付けること
漏電した場合、発火したり感電するおそれがあります

●  取り扱いの際は、必ず厚手の手袋をすること
鋼板の切り口や角でけがをするおそれがあります

●  排気工事をされる場合は、建築基準法（同施行令）および消防法など
の関連法規に従って法的有資格者が工事をおこなうこと
火災などの原因になります

●  本体とダクトは、可燃物との間を 10cm 以上離すか、不燃材料を
使用して可燃物を覆うこと
火災などの原因になります
詳しくは所轄の消防署に問い合わせてください

1   製品寸法図を参照し、事前に管工事業者（法的有資格者）へ壁穴の開口を依頼して
   ください。

   また、コンセントの位置を確認してください。（「６. 電気配線」図 6－ 1 参照）

  警  告

  注  意

取付注意

手袋をする

取付注意

取付注意

●  浴室など湿気の多い場所では絶対に使わないこと
   （浴室用換気扇をお使いください。）

感電および故障の原因になります

  注  意

使用禁止

2   φ 150 のステンレスダクト、またはスパイラルダクトを図のようにレンジフードの
上部に突き出すようにセットして、周囲を仕上げます。

   （コンクリート、タイル、土壁の場合）

●  周囲温度が 40℃以上になるところには取り付けないこと
火災・故障の原因になります

取付禁止

■   後方排気の場合（図 3 － 2）
   （別売のＬ形ダクトを使用する場合）

排気口に付属品のソフトテープを貼り、Ｌ形ダ
クトに取り付けます。
取付方向は、シャッターの開閉方向が下方に
なり、レンジフードを運転していないときは
シャッターが閉じるように取り付けます。
排気口は、取付ねじ（M4 × 8）4 本でＬ形ダ
クトに取り付けてください。
本体への取り付けは、本体の取り付け後にお
こないます。（「5.  ダクトと排気用部品の接続」
参照）

■   後方排気の場合（図 5－ 3）

1   本体に付いているねじ 2 本を取
りはずした後、Ｌ形ダクトを本
体上部の差込口に差し込みなが
ら、排気口をダクトに挿入し、
取付ねじ 2本で取り付けます。

2   風漏れ防止のテーピング（アル
ミテープ）をおこないます。

■   上方排気の場合（図 3－ 1）

排気口に付属品のソフトテープを貼り付けます。

本体に付いているねじ 2 本を取りはずした後、
付属品の排気口を取り付けます。

取付方向は右図を参照してください。

■   上方排気の場合（図 5－ 2）

風漏れ防止のテーピング（アルミ
テープ）をおこないます。

４.  本体の取り付け

  注  意

1   だるま穴用座付ねじをねじ込みます。

製品寸法図を参考にして、付属品の座付ね
じ（φ 5.1 × 45）をねじ込みます。
だるま穴位置（左右各１ヶ所）に座付ねじ

（φ 5.1 × 45）を壁面との隙間 5 ｍｍまで
締め付けます。（図 4－ 1）

図 4 － 1

図 4 － 2

���

6   アクアスリットフィルタをはずし
ます。（図 4 － 6）

アクアスリットフィルタのツマミ
を持って後方に押しながら下げる
と、手前に取りはずせます。

7   仕切板を開いて本体を固定します。

1）   取付ねじ 2本をはずし（図 4 － 7   1   ）、
仕切板を開きます（図 4－ 7   2   ）。

※  仕切板の落下にご注意ください。
   仕切板の左右に、レンジフード側の

穴に引っ掛かるよう引掛け部がつい
ていますが、はずさないようにして
ください。

2）  座付ねじ（φ5.1×45）2本で本体をしっ
かりと固定します。（図 4 － 7   3   ）

8   仕切板を閉じ、取付ねじ 2 本で固定します。

9   アクアスリットフィルタ・オイルパック・
   整流板を取り付けます。

はずしたときと逆の順序で各部品を元通りに取り付けてください。

5   オイルパックをはずします。
   （図 4 － 5）

ツマミを持ってゆっくり手前に
引き出します。

4   整流板をはずします。
   （図 4 － 4）

1）   左右のラッチレバーを引
き出しながらゆっくりと
手前に引き出します。

   （その際、整流板を落と
さないよう、両手でしっ
かりと支えてください。）

2）  整流板の後ろを持ち上
げ、整流板吊り金具から
整流板引掛け金具をはず
します。

●  レンジフードの取り付けは十分強度のある
ところを選んで確実におこなうこと
落下により、けがをするおそれがあります

取付注意

５. ダクトと排気用部品の接続

７.試運転

■   取扱説明書によって機器の取り扱いを説明してください。
■   取扱説明書と共に、この取付説明書を必ずお客様へお渡しください。

８.お客様への説明

  注  意
●  運転中は指や物を絶対に入れないこと

けがをするおそれがあります

接触禁止

■   分電盤のブレーカーを「入」にし、スイッチを操作して運転状態を確認してください。
   スイッチの操作と運転状態については取扱説明書をご覧ください。
■   運転時、各速調の排気が正しくおこなわれていることを確認してください。
■   異常な騒音、振動がないことを確認してください。
■   屋外の排気出口から排気され、異常がないことを確認してください。
■   取り付けまたは各種工事にて発生した不具合で修理を依頼されますと全て有料とな

りますので十分確認してください。

■上方排気の場合 ■後方排気の場合
（別売のＬ形ダクトを使用する場合）

　お願い　

ドリリングタッピンねじなどで排気口を
固定する場合は、シャッターにねじがあ
たらないように図を参照してドリリング
タッピンねじ使用範囲以内に固定してく
ださい。（図 5－ 1）

����以上

����以上
������

シャッター軸

ドリリングタッピンねじ

排気口

ドリリングタッピンねじ
使用範囲
(25mm以下のネジを
  使用ください。）

図 5－ 1

図 5－ 2

図 5－ 3

アルミテープ
ダクト

アルミテープＬ形ダクト

差込口

取付ねじ

排気口
取付ねじ

ソフトテープ

Ｌ形ダクト
（別売品）

シャッターの開く方向

ソフトテープ

排気口

差込口

シャッターの
開く方向

図 3 － 2

図 1－ 1

図 4－ 4

図 4－ 5

図 4 － 6

図 4－ 8

図 4－ 7

図 3 － 1

［製造元］

本社・営業部  〒 252-0206    相模原市中央区淵野辺 2 丁目 1 － 9

TEL  042(768)3754（営業部）

各部のなまえ

ファン

スイッチ アクアスリットフィルタ
(グリスフィルター)

オイルパック
ランプカバー

整流板

製品寸法図

  後方排気の場合
（別売L形ダクト使用）

 2-φ8穴
(本体取付穴）

このスライド部は
ダクトカバーの内部に入る
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ご注意

･   別売品のダクトカバーは型名により、
高さ寸法が異なります。（上表参照）

･   DCA-430SAJ  と組み合わせて取り付
ける場合は別売L形ダクトを使用した
後方排気はできません。

アース接続端子
※アース線は取付作業者側手配
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　お願い　

・  保護用クッション材およびエアキャッ
プは「4.  本体の取り付け」手順 4 に
おいて指示があるまではずさないでく
ださい（図 1－ 1）。

・  床で作業する場合、本体および床にキ
ズを付けないため、必ずシートを敷い
た上で作業をおこなってください。

・  取付作業の際はキズ、破損のないよう
十分ご注意ください。

６.電気配線

  警  告

●  配線工事は電気設備技術基準や内線規程に従って法的有資格者が
工事をおこなうこと
誤った配線工事は感電や火災の原因になります

●  交流 100Ｖ以外では使用しないこと
火災・感電の原因になります

●  修理技術者以外の人は、絶対に分解したり修理・改造をしないこと
発火・感電したり、異常動作してけがをするおそれがあります

●  アースを確実に取り付けること
故障や漏電のときに感電するおそれがあります
アースの取り付けは販売店にご相談ください

1   アース（D種接地工事）を取ります。
   ※アース線は取り付け作業側にて手配します。

2   分電盤のブレーカーを「切」にし、電源プラグをコンセントに差し込みます。

　お願い　

・  電源は専用のコンセント（JIS  C  8303  ２極差込
接続器  15A、125V）およびブレーカーを設けて
ください。

・  コンセントは電源コードの長さを考慮し、ダクト
カバーのサイズに合わせて右図の範囲内に設置し
てください。（図 6－ 1）
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図 6－ 1

分解・修理・
改造禁止

取付注意

使用禁止

アースを
取り付ける

2   座付ねじを締め付けます。

座付ねじに本体のだるま穴を引っ掛け
た後、しっかり締め付けます。（図4－2）

　お願い　

上方排気の場合は、ダクトに排気口を
差し込みながら本体を取り付けます。

　お願い　

保護用クッション材は「4.  本体の取り付け」手順 4 の前に一時取りはずしてください。
手順 9 まで終了したら、保護用クッション材を元のように取り付けてください。

引っ掛けて
締め付ける

座付ねじ
（φ5.1×45）

ダクト

整流板

ラッチ

引き出す

ラッチ

はずす

整流板引掛け
金具

整流板吊り金具

手前側 オイルパック

突起製品下部

後方に押しながらさげる

取付ねじ

1

1

仕切板

コネクター

■   排気口設置面の漏風確認のお願い（図 5－ 4）

排気口とダクトを接続する際に、無理にダクト
にレンジフードの排気口を接続しようとすると、
排気口と排気口の設置面（フード天面等）が変
形し、風漏れが発生してしまう場合があります。

風漏れ確認のために、ダクトと接続後は試運転
（強運転）をおこなってください。

漏風する場合は、排気口と設置面の周りをアル
ミテープ等（現場調達品）で漏風防止処置をお
こなってください。

図 5 － 4

排気口

設置面

アルミテープ等

ダクト

2

3

3

引掛け部

座付ねじ
（φ5.1×45）

　お願い　

各部品が確実に取り付けられたことを確認してください。

　お願い　

・  仕切板を取り付ける前に、右図の位置にあ
るコネクターが、はずれたりゆるんだりし
ていないか確認してください。ランプが点
灯しないなど、動作不良の原因となります。

（図 4－ 8）

・  仕切板を閉じる際、内部の配線を傷つけた
り、はさんだりしないようご注意ください。

付
属
品

   座付ねじ  φ 5.1 × 45（6本）
   本体の取り付けに使います。

ソフトテープ（1本）
   排気口とダクトとの隙間をふさぐのに使います。

排気口  (1 個）
   本体とダクトの接続に使います。
   逆風防止シャッター付きです。
   取付ねじは本体に取り付いています。

3   座付ねじで本体を固定します。

だるま穴下側のφ 8 穴に座付ねじ
（φ 5.1 × 45）2 本を追加し、しっ
かりと締め付けて固定します。  

（図 4－ 3）

図 4－ 3

座付ねじ
（φ5.1×45）

φ8穴

製品中心

本体

上方排気ダクト

前

前
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排気ダクト

前
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保護用クッション材

エアキャップ

固定テープ

梱包箱から排気口、座付ねじ等の付属品を取り出し、上項の付属品一覧により
不足がないか確認します。

３.  排気用部品の準備

　お願い　

Ｌ形ダクトを使用しないで、排気口に直接ダクトを接続して後方排気する場合は、
シャッターの開く向きに注意して排気口を取り付けてください。
下図の「誤った接続例」の場合、排気不良や異常音の原因になります。

誤った接続例正しい接続例

ダクト 開く
シャッター

排気口

開く 開く

ダクトカバー寸法
DCA-430SAJ
550~700mm

※価格表記はS品番です



キッチンシンク

ステンレスオーバーシンク

メーカー 中外交易（株）

商品 ステンレスシンク

品番 TBK860-510S-L/R

サイズ 860*510*210

定価 ¥122,500

備考 写真はL品番

2019/7より品番・価格変更
ステンレスオーバーシンク

メーカー 中外交易（株）

商品 ステンレスシンク

品番 A1m/m850-530S-N

サイズ 850*530*191

定価 ¥84,200

備考

ステンレスオーバーシンク

メーカー 中外交易（株

商品 ステンレスシンク

品番 HLm/m850-530S

サイズ 850*530*201

定価 ¥60,600

備考

価格は税別表示です

中外交易商品 品番 定価 納入価格

蛇腹排水セット S-A ¥6,600

直管排水（配管は
別）

S-B ¥5,520

短尺排水セット S-MAヨコ３１３ ¥9,800

サイレントシート SLT-U (TBK) ¥7,860

サイレントシート SLT-J
(a1m/m)(HL)

¥7,080

シート貼り手間

水栓穴あけ 1箇所

中外シンク送料 関東〜中国 ¥2,000

中外シンク送料 四国・九州 ¥3,000

その他の「中外交易商品」は別途お見積もりいたします。
※ 特注ステンレスカウンターの製作も承ります。



定価￥169,200

定価￥128,300

定価￥148,500



GROHE水栓 お勧め品

キッチン複合水栓
クリンスイグローエ

メーカー GROHE

商品 F914ZC

品番

サイズ 水栓穴36Φ

定価 ¥98,000

備考 UZC2000付属

キッチン混合水栓
ヘッド引出しタイプ

メーカー GROHE

商品 MINTA

品番 30280000

サイズ 水栓穴36Φ

定価 ¥75,000

備考

価格は税別表示です

グローエのテクノロジー

GROHE SilkMove®
グローエ シルクムーブ

レバーを触った瞬間に感じられる、絹の
ようななめらかな動きと、豊かな操作性

のこと。カートリッジに内蔵されたセラ ミッ

クディスクが、微妙な流量、温度設定
を可能にします。

GROHE StarLight®
グローエ スターライト

グローエ独特のクロームめっきを施した
表面仕上げ。厚く均等なクロームの層

が深みのある光沢をもたらし、いつまで
も輝き続けます。

IHクッカー、ビルトイン調理器、食器洗い乾燥機等

MIELE AEG Bosch他 国産メーカー等取り揃えております









食器洗い乾燥機

MIELE AEG Bosch 国産メーカー等取り揃えております
以下、MIELE食洗機ラインナップの一部をご紹介します。







各種ロートアイアン特注製作承ります

【製作事例】
・造作キッチン脚（棚板式）
・階段手すり（内部・外部）
・玄関ドア取手
・棚受け
・看板・表札
・門扉/フラワーボックス

各種デザイン、特注など
価格はお問い合わせください



特注ステンレス天板キッチン

スッキリとした空間を、自分の使い勝手にアレンジできます



特注ステンレスカウンター天板

各サイズステンレス天板製作承ります。

Ｉ型 天板 w2,700＊D650＊40mm
シンクw750＊D400 
コンロ開口 w560＊D460

※ 天板とシンクのみのため、下部設置のキャビネットや
SUS角パイプ脚等は現場調達をお願いしています。

L型 （ビス止め継ぎタイプ）
▪ シンク天板 w1,510＊D650＊40mm
シンク寸法 w750＊D400 

▪ コンロ天板 w2,060＊D650*40mm
コンロ開口 w560＊D460

※ 写真はイメージのため、上記の寸法と異なります。



株式会社カクダイ 各種製品

品質、機能、デザインに優れたカクダイ製品

水栓から洗面ボウルからユニークな商品まで
各種ご提案させていただきます。



フローリング 無垢・三層・複合など国産・輸入品取り揃えております。

お勧めメーカー プレイリーホームズ社

柔らかい樹種、硬い樹種、オイル塗装など各種取り揃っております。









欧米ではメジャーな3層フローリング
もちろん床暖房にも対応します

無垢のイメージをそのままに幅広床材の高級感を
演出できます

※オークの他、アッシュ、ブラックチェリー、メープル、ケンパスや
着色塗装品もございますので、お気軽にお問い合わせください



無垢をより使いやすい価格帯で、幅広のデザインを
演出します

もちろん床暖房にも対応しております。

無垢の質感を、そのままに感じる表面材の厚みに加え
152mmもの幅広い床材は広いLDKを引き立てます





断熱材工事

アクアフォーム
断熱材工事（材工）

メーカー 日本アクア

商品 アクアフォーム

サイズ 屋根80mm
壁75mm施工

施工条件 30坪以上 2階建て想定

納入価格

割増条件 平屋・吹抜け

備考

価格は税別表示です

気密・断熱性に優れた
アクアフォーム
温熱環境等級４仕様規定
屋根80mm
壁 75mm

アクアフォーム
断熱材工事（材工）

メーカー 日本アクア

商品 アクアフォーム

サイズ 屋根160mm
壁75mm施工

施工条件 25坪以上 2階建て想定

納入価格

割増条件 平屋・吹抜け

備考

【別途割増条件】

・平屋の場合

【吹き抜け部分】
吹き抜け部分の面積坪を
延床坪にプラスさせていただいて
おります。

例）延床30坪だが、6畳分の
吹き抜けがある場合、3坪プラスし
33坪で計算しております。

アクアフォーム工事、承ります

※施工厚みはマイナス側に著しい
誤差がないとした上、平均で
指定厚みをクリアすることとします。



通常タイプ
透湿防水紙

メーカー 日本アクア

商品 アクアホワイト

ウォール

サイズ 1m*50m巻

備考 ２本単位で発送

屋根通気スペーサー

メーカー 日本アクア

商品 アクエアー

サイズ AR5-400 400*850
AR2-305 305*850
AR1-250 250*850
AR1-230 230*850

備考 1ケース50枚入

遮熱タイプ
透湿防水紙

メーカー 日本アクア

商品 アクアシルバー

ウォール シングル

サイズ 1m*50m巻

備考 ２本単位で発送

遮熱タイプ
屋根通気スペーサー

メーカー 日本アクア

商品 アクエアシルバー

サイズ AS5-400 400*850
AS2-305 305*850
AS1-250 250*850

備考 1ケース50枚入

アクアフォーム断熱工事 関連部材



アクアフォーム断熱工事





【商品仕様】
内装・外装用１００％天然漆喰

【荷姿】
20kgバケツ クリーム状

【施工面積】
約8m2/缶

【定価】
15,000円/缶 （消費税別）

【送料】
30缶以上は送料込み

【成分】
水酸化カルシウム
炭酸カルシウム

メチルセルロース

水

販売元

株式会社シンプル
東京都江戸川区松江4-17-3-509
TEL：03-3656-8618
Email: simply0625@gmail.com

製造元

田中石灰工業株式会社
高知県高知市五台山３９８３

TEL088-878-0566 FAX088-884-0289

【適応下地】
内装：石膏ボード
※ ビニール壁紙の上からは施工できません。

外装：モルタル下地
※ サイディングの上はヒビ割れの

恐れがあるためお勧めしておりません。

【施工方法】内外装共 上塗り方法

１：専用シーラーを塗布します。

4kg/缶 定価 5,000円/缶 （消費税別）

内装 5倍希釈液 約100m2/缶
外装 4倍希釈液 約 80m2/缶

２：LPを開けてミキサーで撹拌し
コテで塗り伸ばしてください。
推奨厚みは2〜3mmです。

【施工上の注意点】
天然漆喰の施工のため、季節や湿度、気温など
十分にご注意ください。

詳しくは施工要領をお読みください。

【お問い合わせ先】



内装 外装用漆喰塗り壁材

伝統的な漆喰の風合いと

輝く白さを次世代に

Lime Plaster（ﾗｲﾑﾌﾟﾗｽﾀｰ）







（1）下地処理

ジョイントテープを貼り付け、パテ処理を行い、乾燥

後全面にタナ下地の施工、またはシーラー処理を行
う。

パテは充分に乾燥させる。乾燥が不十分な場合、
変色やクラックの原因となります。

また、パテの種類によっては、壁材の下地に対応しな
いものもありますので、事前にメーカーにご相談下さ
い。

ボードパテ・樹脂パテを使用する場合は、先にジョイ
ントテープを貼り付け、パテ処理を行う。チリ際には養
生テープを貼り付ける。

※ビニールクロスを剥がして塗る場合は、クロスの裏
紙が残ることがあるので、裏紙まで完全に剥がす。
残ったまま塗ると、シワになって浮きをおこすことがある。
また、古いボードの場合、塗り付け後アクが出ること
があるので、アクが出る時は下地にアク止め剤を塗
布してアク止め処理を行う。

下地のボード類の固定の仕方によってはジョイント部
でクラックが発生する場合があります。

（2）上塗
「タナクリームNEW」をコテでコスリ塗を行い、やや水
がひいてから2mm厚位になるよう塗り付け、水引きを
見ながら整面する。

内装施工方法

ライムプラスター、タナクリーム共通

「内装用タナ下地」
1材型で水練りするだけで使用可能。
非石膏系のため漆喰との相性がよく
アク止め機能もあるため既存の古壁にも
対応しています。
※合板下地の場合は別途アク止めシーラー
の併用をお願いいたします。



内壁 漆喰下地準備

新規石膏ボードの場合

開口部はドア開閉の振動等で、クラックが
入りやすい部分のため、石膏ボードの継ぎ目は
開口ラインを避けて、図のように留め付けることを
推奨しています。

石膏ボードは12.5mm以上を使用ください。
湿式工法のため、施工時に水分を含んだ石膏ボードに
反りが生じ、後のクラック発生につながるケースが
ございます。

またボード留め付けのビスピッチは、１２０mm以下を
お願いしております。推奨１００mm開口部

千鳥張り

天井高2,400mmの際は８尺ボードを使用し
吹抜けや継ぎ足し張りの際は、千鳥張りを
することで、クラックを最大限に防止します

メッシュテープとパテ処理

石膏ボードのジョイントにはメッシュテープを
張り、ビズ頭と共にパテ処理を行ってください。
木造構造は躯体も動きますので、入隅は経年で
割れること想定し、お施主様へ説明が必要ですが
入出隅にもメッシュテープ・コーナーテープを貼り
パテ処理することで軽減することが可能です。



外壁 漆喰下地準備
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適正下地：

無機質の漆喰に弾性はございませんので、ラスモルタル下地を指定しています。
また、防水・クラック防止の観点から、通気工法の仕様をお願いしています。
推奨： ラスモルⅡ通気ノンクラック工法 またはこれに準拠する工法

以下、富士川建材工業株式会社 ラスモルⅡノンクラック通気工法標準施工マニュアル抜粋

１：下地準備のポイント 通気胴縁の施工
■ 通気胴縁は、縦張りです。
■ 下屋・土台回り・開口周りにはラス網取付時のヨレ止め用のヨコ胴縁を入れる
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④バルコニー下端 オーバーハング使用

③バルコニー笠木 内側勾配

①土台回り ②下屋 外壁取合い

２：下地準備のポイント 下端起し

漆喰は水を吸う素材のため、水切り板金からの雨水の吸い上げを
防止するためにも下端起しを使用してください。
水を吸い上げると、汚れ・硬化不良による剥離や破断・凍害の可能性が残ります。



３：下地準備のポイント 耐アルカリグラスファーバーメッシュシート

モルタルの表面１〜２mm部分に耐アルカリグラスファーバーメッシュを埋込みます。
漆喰は弾性がないため、モルタルの収縮クラックに追従しますので、必ずメッシュを
埋め込んでください。

- -|{

:1.B��>2��>2<@$7C/>3/��������;5=,@HD ����O% ��K!

MGN >2<@$)
�(',?20>2:+-9D634)�*�(

JF,?20>2:+-9D634)��

$§	���]��1§¤��µ®¹�Æ¸²Å¸À¬®¿Ë½º¼

«c?� ��

KF	�)��

 mr«zS»ËÁ�zSTÂ¸°Ë»ËÁ^«T���zS� ��

Å¸ÄÇ��8'$§�ÎÓÖÌ
�ÏZ��©¨��«V7���µº¶�k�³Å¿�I���«

zS�������

LF>2<@$)
�(',?20>2:+-9D634)�*�(

E�$§,K~ÓÑ~Ô�¦@,RJÎ���B�\y�HiC�^Ï�¥§q9� ��

&
*��#J

, [ ®ÏÅ¸ÄÇ��$§_×ØÓÒÌÎ½º¼e21§}Ï

�ÉÏÅ¸ÄÇ��$§�g�ÓÖÌ
��¾Ï�w

Æ¸²Å¸À¬®¿Ë½º¼1§

Q4 ,[=�)���

b*�±Åº±�F���

L7�x `¢��B��pT����

½º¼�M����¥���L7�¨�Q�s�§r

��L75f�

, K

-F>2<@$�
*

´»«l���¨¥��T���Å¸�u©¨�¡×ØÓÒÌ[/��$§� �� � §2�:���

�$¨��$���'����d��!��§ ������À·°ÊoHÅ¸�s�r��£Å¸ÄÇ

�����%�¨DL7�������

AF>2<@$�
*

�$§Y�3��$§«a� �� �$§��P��#����Ih>B$-Î(&+¶ËÈº±¸Ö

�N£���(&+¶ËÈº±¸ÍÖÒ Õ�NÏ�����<IzS«a�������Î�©«aª�

����$§�¦�6O��I�¥§I0�A��¨�¢�½º¼���n¡��j��§�¯Ë��

§��$§Uw�¦��$§��v�WS�¨^�;t��¨����§ ��Ï

$���$§Ð�$§�ÓÖÌ
�

8F��634�*

�$§3�X��ÃÅ«�§��w�1§G����¥���c?�

�Æ¸²Å¸À¬®¿Ë½º¼«1§	������n¡�� §�

�«¡�."�:����� ��½º¼�M���������

>2<@$�

�""�

OPJI

,?20>2:+-9D
634

>2<@$�


���JME��

- -GH

OFAV!�SG��SGQU3MWBSIB!�������PKR?U\�X+)**)c4 ))_.

/(�7�8��"�

x~y(R�V�M��l��@c1O@a�x~y�jl��FEE����S�M�e+h

,�@aMFIEJHEE�5��1�c��dxs|o;%�at~�V]=! lVfWN�

BM�BaC)Wm@dt~�YXaM�V?p^SZUON

0($�"=ZDIE=6���=�[

���J����5�cr�{v�{�qs���~�^=!V]SZUON�BM�BaC)Wm@

dt~�YXaM�V?p^SZUON

5?TGCSGO>@NXLIJ;�=�

Lz�s��d9._iIE���AbfWN���M���r

�{v�{�qs���~�c�,��6PkIE�	:a

D7Q'�Un]OfWc^3�_V]SZUON�

L�~�d��}��a kn]
�Y?fn]O`O

_Mu�~u&��-Q
2*^RfYpN�{��K

Q8f\]Pk l�TfW_M�~�c�Y?gQ�>

VfWc^M�~� ld#X��}���T"w���

o�\]Pk4[a<\]SZUON0aM�~�cAb

@d/$V]SZUON

L�B��B@c l,

*))Y��

*-)1,))Y

 #QUHU

?TGCSGO>@NXLIJ
���=

 #QUHU�


?TGCSGO>@NXLIJ
�'�=

ɐɋڒغ

2$�"=;���=�=<SGQU3�
=�6�'�=<�
=�

EXTWC�	"�<
EXTWC�&9

DIE

b]��

$�"a%<�^b]1`]]Y
LIJ:��

b]��

b]��

���

b]��

- -GH

OFAV!�SG��SGQU3MWBSIB!�������PKR?U\�X+)**)c4 ))_.

/(�7�8��"�

x~y(R�V�M��l��@c1O@a�x~y�jl��FEE����S�M�e+h

,�@aMFIEJHEE�5��1�c��dxs|o;%�at~�V]=! lVfWN�

BM�BaC)Wm@dt~�YXaM�V?p^SZUON

0($�"=ZDIE=6���=�[

���J����5�cr�{v�{�qs���~�^=!V]SZUON�BM�BaC)Wm@

dt~�YXaM�V?p^SZUON

5?TGCSGO>@NXLIJ;�=�

Lz�s��d9._iIE���AbfWN���M���r

�{v�{�qs���~�c�,��6PkIE�	:a

D7Q'�Un]OfWc^3�_V]SZUON�

L�~�d��}��a kn]
�Y?fn]O`O

_Mu�~u&��-Q
2*^RfYpN�{��K

Q8f\]Pk l�TfW_M�~�c�Y?gQ�>

VfWc^M�~� ld#X��}���T"w���

o�\]Pk4[a<\]SZUON0aM�~�cAb

@d/$V]SZUON

L�B��B@c l,

*))Y��

*-)1,))Y

 #QUHU

?TGCSGO>@NXLIJ
���=

 #QUHU�


?TGCSGO>@NXLIJ
�'�=

ɐɋڒغ

2$�"=;���=�=<SGQU3�
=�6�'�=<�
=�

EXTWC�	"�<
EXTWC�&9

DIE

b]��

$�"a%<�^b]1`]]Y
LIJ:��

b]��

b]��

���

b]��

メッシュ埋込みした後の表面のノロ掛けを
金コテなどで、平滑・滑らかに仕上げてしまうと
仕上げ塗りの漆喰の石灰ミルクのモルタルへの染み込みや
食い付きが悪くなりますので、滑らかにし過ぎずに
仕上げ材の食い付きの確保を行ってください。

木コテを使用したような、荒々しい表面の方が
漆喰が食い付きます。



仕上げ塗りの注意点 １

入隅・出隅をきれいに納めるコツ

断面図イメージ

コテ動かし方向

入隅用コテ 出隅用コテ

漆喰は塗った後に水気が乾いていくうちに
少し痩せていきます。

入隅は、漆喰のネタが隙間に埋まるように、
多少チカラを入れて押し込むイメージで
塗り付けます。（断面図イメージ参照）

出隅も同様に角から内側に塗り付けます。

入隅に向かって塗る、出隅に向かって塗ると
漆喰のネタが合わさった部分で乾燥時に
肌分かれし、クチが開いたり、入隅クラックの
原因となりますので、注意してください。

ギュッと押える

ココに空間ができると
乾いてきた時、隙間なりに
漆喰が痩せるので割れやすい

入隅・出隅用コテがあると
やりやすいが、無い場合は
コテで両方向からギュッと押えて
しっかりと隙間を埋めるように塗る



仕上げ塗りの注意点 ２

+
,
-

枠

外壁サッシ上端の塗り納め

サッシ（アルミ・樹脂・木製）と漆喰は
付着しませんので、施工後または経年で
肌分かれします。

特にサッシの上端は、板金周りのように
下端起しをすることはできませんので
サッシ水切り庇の設置または、コーキング
ポケットを作り、サッシ上部から
縁を切ることで漆喰の縁切れや雨水の吸い上げ
凍害を予防します。

サッシの上に乗っただけの漆喰は雨水を
吸い上げて、汚れたり、濡れ乾燥を繰り返す
ことで、収縮を繰り返し、剥離や破断をする
可能性があります。
（基礎上水切り板金と同様の理論です）

外壁・外構の笠木設置と巾木幅の確保 パラペット部分や塀の天端には必ず
笠木を設置してください。
天端から雨水が染み込むと外壁に
内側から汚れ水が染み出したり、剥離
します。
ブロックに塗る際も、直接塗り付けずに
モルタルを使用し不陸調整を含む
下地処理を行ってください。
笠木の接合部からの雨水の浸入も
注意をお願いいたします。

門塀などへの漆喰塗りは、土壌からの
水分の吸い上げを防止する為に
巾木（タイル・レンガなど）を設置するか
巾木幅上げた部分で塗り終えてください。

漆喰



仕上げ塗りの注意点 3 ※特に外装仕上げについて

▪ 足場には、季節に関わりなく、必ず養生シートを掛けて施工してください。
養生シートが、漆喰施工時に発生しやすい白華現象（冬期）や
ドライアウト現象（夏期）の防止に繋がります。

▪ 漆喰は、樹脂や石油系の溶剤を含みませんので、揮発硬化はしません。
施工後にゆっくりとした水分の乾燥と同じ速度で表面から乾燥を始め、
空気中の二酸化炭素を吸収し硬化します。

▪ 冬期（気温が低い）は、特に仕上げ後の乾燥に時間が掛かりますので、
指触乾燥後も、モルタルとの接着面が完全に乾いていないケースが多い為
施工後1〜2日以内に、雨天や寒波の可能性がある場合は、施工を避けるか
養生シートで仕上げ材が流されたり、凍結するのを防ぐようにしてください。

▪ 夏期（気温が高い）は、仕上げ材の急激な乾燥が考えられます。（ドライアウト現象）
直射日光を避け、太陽の動きに合わせて影部から塗り始めるなどの措置を
お願いいたします。

▪ 基礎周りの水切り板金の上や、サッシの上端、庇上、下屋との納まり部など
漆喰の毛細管現象で、雨水など水気を吸い上げる部分は10mm程度の縁切りの
措置をお願いいたします。水気の吸い上げは、硬化の妨げや収縮クラック、
ひび割れに繋がる可能性がございます。

▪ 着色をする場合は、鉱物顔料を使用します。
色は混ざっているように見えても、厳密にいうと、漆喰の石灰の白に色粉が
分散して表面に付着し,着色しているようにに見えています。炭酸化による硬化で
石灰分の白色が顔料分を覆うため、経年硬化で色が薄くなります。
また、白華現象は漆喰の石灰分が表面に浮き出るため白くなります。
乾燥時の風の当たり方、気温などで白華の発生予測が難しいため
外装での着色はお勧めしておりません。

• 木部との取り合いは、木が無塗装の場合、アクを引っ張ります。
木部は必ず塗装してください。

• 漆喰は鉱物（モルタル等）と付着します。木や鉄、アルミなどには付着しませんので
施工乾燥後に縁切れします。チリ際には隙間が生じることがありますので
予め、お施主様に説明をお願いいたします。

• 外壁や外構にご使用の場合、雨がかりの状況や周辺の環境により
経年で汚れやコケカビが発生します。浸透性の撥水剤や保護剤の塗布を
お勧めいたします。詳しくはお問い合わせください。



お問合せ先
株式会社シンプル

TEL 03-6676-0821
www.e-simple.co.jp

Email:office@e-simple.co.jp
simply0625@gmail.com


